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中日理論言語中日理論言語中日理論言語中日理論言語学研究会第学研究会第学研究会第学研究会第40回回回回記念記念記念記念大会大会大会大会
国際フォーラム国際フォーラム国際フォーラム国際フォーラム2015「「「「言語における形式と意味の対称言語における形式と意味の対称言語における形式と意味の対称言語における形式と意味の対称−非対称性非対称性非対称性非対称性」」」」

（（（（2015年年年年1 月月月月11 日，同志社大学室町キャンパス寒梅館日，同志社大学室町キャンパス寒梅館日，同志社大学室町キャンパス寒梅館日，同志社大学室町キャンパス寒梅館2 階）階）階）階）

謝辞謝辞謝辞謝辞

•お招きくださった中日理論言語学研究会の皆さお招きくださった中日理論言語学研究会の皆さお招きくださった中日理論言語学研究会の皆さお招きくださった中日理論言語学研究会の皆さ
ま，特に沈力先生・星英仁先生にお礼申し上げま，特に沈力先生・星英仁先生にお礼申し上げま，特に沈力先生・星英仁先生にお礼申し上げま，特に沈力先生・星英仁先生にお礼申し上げ
ます。ます。ます。ます。

•本発表は本発表は本発表は本発表は，日本学術振興会の科学研究費補助，日本学術振興会の科学研究費補助，日本学術振興会の科学研究費補助，日本学術振興会の科学研究費補助
金による基盤研究金による基盤研究金による基盤研究金による基盤研究 （（（（(A)23242023，，，，研究研究研究研究代表代表代表代表
者：者：者：者：定延利之定延利之定延利之定延利之））））のののの成果を含んで成果を含んで成果を含んで成果を含んでいます。います。います。います。

本発表の概要本発表の概要本発表の概要本発表の概要

• 「言語における意味と形式のマッチ（対称）とミスマッ「言語における意味と形式のマッチ（対称）とミスマッ「言語における意味と形式のマッチ（対称）とミスマッ「言語における意味と形式のマッチ（対称）とミスマッ
チ（非対称）」は，発表者の長年の研究テーマの一つ。チ（非対称）」は，発表者の長年の研究テーマの一つ。チ（非対称）」は，発表者の長年の研究テーマの一つ。チ（非対称）」は，発表者の長年の研究テーマの一つ。

•発表者はマッチとミスマッチをともに説明するために，発表者はマッチとミスマッチをともに説明するために，発表者はマッチとミスマッチをともに説明するために，発表者はマッチとミスマッチをともに説明するために，
「「「「2222チャンク仮説」（定延チャンク仮説」（定延チャンク仮説」（定延チャンク仮説」（定延2000200020002000）を提案している。）を提案している。）を提案している。）を提案している。

•本発表本発表本発表本発表ではではではではこの仮説の概略を紹介し，この仮説をこの仮説の概略を紹介し，この仮説をこの仮説の概略を紹介し，この仮説をこの仮説の概略を紹介し，この仮説を
使って，さらに幅広い使って，さらに幅広い使って，さらに幅広い使って，さらに幅広い様々な様々な様々な様々なマッチとミスマッチを説マッチとミスマッチを説マッチとミスマッチを説マッチとミスマッチを説
明する可能性を検討する。明する可能性を検討する。明する可能性を検討する。明する可能性を検討する。

マッチとミスマッチマッチとミスマッチマッチとミスマッチマッチとミスマッチ

•マッチとミスマッチは，分布（つまりことばが現れる位置）に関マッチとミスマッチは，分布（つまりことばが現れる位置）に関マッチとミスマッチは，分布（つまりことばが現れる位置）に関マッチとミスマッチは，分布（つまりことばが現れる位置）に関
するものと，分節（つまりことばの内部構造）に関するものにするものと，分節（つまりことばの内部構造）に関するものにするものと，分節（つまりことばの内部構造）に関するものにするものと，分節（つまりことばの内部構造）に関するものに
２分できる。２分できる。２分できる。２分できる。

•まず，分布マッチと分布ミスマッチを，「並列標識」を例にとっまず，分布マッチと分布ミスマッチを，「並列標識」を例にとっまず，分布マッチと分布ミスマッチを，「並列標識」を例にとっまず，分布マッチと分布ミスマッチを，「並列標識」を例にとっ
て紹介する。て紹介する。て紹介する。て紹介する。

•続いて，発表者の「続いて，発表者の「続いて，発表者の「続いて，発表者の「2チャンク仮説」を紹介し，この仮説で分布チャンク仮説」を紹介し，この仮説で分布チャンク仮説」を紹介し，この仮説で分布チャンク仮説」を紹介し，この仮説で分布
マッチと分布ミスマッチがどのように説明されるのかを示す。マッチと分布ミスマッチがどのように説明されるのかを示す。マッチと分布ミスマッチがどのように説明されるのかを示す。マッチと分布ミスマッチがどのように説明されるのかを示す。

• さらに，分節マッチと分節ミスマッチの様々なタイプを挙げ，こさらに，分節マッチと分節ミスマッチの様々なタイプを挙げ，こさらに，分節マッチと分節ミスマッチの様々なタイプを挙げ，こさらに，分節マッチと分節ミスマッチの様々なタイプを挙げ，こ
れらが「れらが「れらが「れらが「2チャンク仮説」でどのように説明され得るのかを検チャンク仮説」でどのように説明され得るのかを検チャンク仮説」でどのように説明され得るのかを検チャンク仮説」でどのように説明され得るのかを検
討する。討する。討する。討する。
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並列標識は全ての名詞に付いて当たり前並列標識は全ての名詞に付いて当たり前並列標識は全ての名詞に付いて当たり前並列標識は全ての名詞に付いて当たり前（（（（マッチ）マッチ）マッチ）マッチ）

• 一郎一郎一郎一郎とかとかとかとか 二郎二郎二郎二郎とかとかとかとか 三郎三郎三郎三郎とかとかとかとか 四郎四郎四郎四郎とかとかとかとか

• 一郎一郎一郎一郎にしてもにしてもにしてもにしても 二郎二郎二郎二郎にしてもにしてもにしてもにしても 三郎三郎三郎三郎にしてもにしてもにしてもにしても 四郎四郎四郎四郎にしてもにしてもにしてもにしても

• 一郎一郎一郎一郎やらやらやらやら 二郎二郎二郎二郎やらやらやらやら 三郎三郎三郎三郎やらやらやらやら 四郎四郎四郎四郎やらやらやらやら

• 一郎一郎一郎一郎とととと 二郎二郎二郎二郎とととと 三郎三郎三郎三郎とととと 四郎四郎四郎四郎とととと

• 一郎一郎一郎一郎もももも 二郎二郎二郎二郎もももも 三郎三郎三郎三郎もももも 四郎四郎四郎四郎もももも

• ｋｅｋｅｋｅｋｅ一郎一郎一郎一郎 ｋｅｋｅｋｅｋｅ 二郎二郎二郎二郎 ｋｅｋｅｋｅｋｅ 三郎三郎三郎三郎 ｋｅｋｅｋｅｋｅ四郎四郎四郎四郎

• ｅｔｅｔｅｔｅｔ一郎一郎一郎一郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ 二郎二郎二郎二郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ 三郎三郎三郎三郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ四郎四郎四郎四郎

疑問１：疑問１：疑問１：疑問１：最後の名詞最後の名詞最後の名詞最後の名詞にだけ付かないのは？（ミスマッチ）にだけ付かないのは？（ミスマッチ）にだけ付かないのは？（ミスマッチ）にだけ付かないのは？（ミスマッチ）

• 一郎一郎一郎一郎ととととかかかか 二郎二郎二郎二郎ととととかかかか 三郎三郎三郎三郎ととととかかかか 四郎四郎四郎四郎とかとかとかとか

• 一郎一郎一郎一郎ににににしてもしてもしてもしても 二郎二郎二郎二郎ににににしてもしてもしてもしても 三郎三郎三郎三郎ににににしてもしてもしてもしても 四郎四郎四郎四郎にしてもにしてもにしてもにしても

• 一郎一郎一郎一郎ややややらららら 二郎二郎二郎二郎ややややらららら 三郎三郎三郎三郎ややややらららら 四郎四郎四郎四郎やらやらやらやら

一郎と一郎と一郎と一郎と 二郎と二郎と二郎と二郎と 三郎と三郎と三郎と三郎と 四郎と四郎と四郎と四郎と

• 一郎も一郎も一郎も一郎も 二郎も二郎も二郎も二郎も 三郎も三郎も三郎も三郎も 四郎も四郎も四郎も四郎も

• ｋｅ一郎ｋｅ一郎ｋｅ一郎ｋｅ一郎 ｋｅｋｅｋｅｋｅ 二郎二郎二郎二郎 ｋｅｋｅｋｅｋｅ 三郎三郎三郎三郎 ｋｅ四郎ｋｅ四郎ｋｅ四郎ｋｅ四郎

• ｅｔ一郎ｅｔ一郎ｅｔ一郎ｅｔ一郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ 二郎二郎二郎二郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ 三郎三郎三郎三郎 ｅｔ四郎ｅｔ四郎ｅｔ四郎ｅｔ四郎

疑問２：疑問２：疑問２：疑問２：最後の名詞最後の名詞最後の名詞最後の名詞にだけ付くのは？（ミスマッチ）にだけ付くのは？（ミスマッチ）にだけ付くのは？（ミスマッチ）にだけ付くのは？（ミスマッチ）

• 一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 and 四郎四郎四郎四郎

• 一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 oggi 四郎四郎四郎四郎

• 一郎、一郎、一郎、一郎、 二郎、二郎、二郎、二郎、 三郎、三郎、三郎、三郎、 和和和和 四郎四郎四郎四郎

• 一郎一郎一郎一郎とととと 二郎二郎二郎二郎とととと 三郎三郎三郎三郎とととと 四郎四郎四郎四郎 que

２チャンク仮説（定延２チャンク仮説（定延２チャンク仮説（定延２チャンク仮説（定延2000200020002000））））

音韻情報の処理領域は容量音韻情報の処理領域は容量音韻情報の処理領域は容量音韻情報の処理領域は容量がががが２２２２チャンクチャンクチャンクチャンクである。である。である。である。
（２脚のイスのある待合室）（２脚のイスのある待合室）（２脚のイスのある待合室）（２脚のイスのある待合室） （（（（Miller 1953））））



2015/1/11

3

容量限界まで要素を入れてから処理を始めると容量限界まで要素を入れてから処理を始めると容量限界まで要素を入れてから処理を始めると容量限界まで要素を入れてから処理を始めると

処理領域には「いま処理する要素と，次処理領域には「いま処理する要素と，次処理領域には「いま処理する要素と，次処理領域には「いま処理する要素と，次
の要素」の２要素が入る。これで処理開始。の要素」の２要素が入る。これで処理開始。の要素」の２要素が入る。これで処理開始。の要素」の２要素が入る。これで処理開始。

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

まずは第１要素を処理まずは第１要素を処理まずは第１要素を処理まずは第１要素を処理

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

一郎一郎一郎一郎
さんさんさんさん

ここで処理領域が変化ここで処理領域が変化ここで処理領域が変化ここで処理領域が変化

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

処理済みの第１要素が処理領域から排除処理済みの第１要素が処理領域から排除処理済みの第１要素が処理領域から排除処理済みの第１要素が処理領域から排除
され，第３要素が領域内に。やはり「いまされ，第３要素が領域内に。やはり「いまされ，第３要素が領域内に。やはり「いまされ，第３要素が領域内に。やはり「いま
処理する要素と，次の要素」の２要素。処理する要素と，次の要素」の２要素。処理する要素と，次の要素」の２要素。処理する要素と，次の要素」の２要素。

続いて第２要素を処理続いて第２要素を処理続いて第２要素を処理続いて第２要素を処理

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

二郎二郎二郎二郎
さんさんさんさん
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再び処理領域が変化再び処理領域が変化再び処理領域が変化再び処理領域が変化

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

処理済みの第２要素が処理領域から排除処理済みの第２要素が処理領域から排除処理済みの第２要素が処理領域から排除処理済みの第２要素が処理領域から排除
され，第４要素が領域内に。やはり「いまされ，第４要素が領域内に。やはり「いまされ，第４要素が領域内に。やはり「いまされ，第４要素が領域内に。やはり「いま
処理する要素と，次の要素」の２要素。処理する要素と，次の要素」の２要素。処理する要素と，次の要素」の２要素。処理する要素と，次の要素」の２要素。

続いて第３要素を処理続いて第３要素を処理続いて第３要素を処理続いて第３要素を処理

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

三郎三郎三郎三郎
さんさんさんさん

ここで処理領域は変化しないここで処理領域は変化しないここで処理領域は変化しないここで処理領域は変化しない

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

第４要素が最終要素であるため。第４要素が最終要素であるため。第４要素が最終要素であるため。第４要素が最終要素であるため。

最後に第４要素を処理最後に第４要素を処理最後に第４要素を処理最後に第４要素を処理

一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 四郎四郎四郎四郎

処理領域はこれまでと違い，「さっきの要処理領域はこれまでと違い，「さっきの要処理領域はこれまでと違い，「さっきの要処理領域はこれまでと違い，「さっきの要
素といま処理する要素」に。素といま処理する要素」に。素といま処理する要素」に。素といま処理する要素」に。

四郎四郎四郎四郎
さんさんさんさん
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最終要素最終要素最終要素最終要素だけは「作業領域内の新しい要素（右だけは「作業領域内の新しい要素（右だけは「作業領域内の新しい要素（右だけは「作業領域内の新しい要素（右
側）」として処理される。側）」として処理される。側）」として処理される。側）」として処理される。

２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴１２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴１２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴１２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴１

一郎一郎一郎一郎
二郎二郎二郎二郎

四郎四郎四郎四郎三郎三郎三郎三郎

疑問１：疑問１：疑問１：疑問１：最後の名詞最後の名詞最後の名詞最後の名詞にだけ付かない並列標識は？にだけ付かない並列標識は？にだけ付かない並列標識は？にだけ付かない並列標識は？

• 一郎一郎一郎一郎ととととかかかか 二郎二郎二郎二郎ととととかかかか 三郎三郎三郎三郎ととととかかかか 四郎四郎四郎四郎とかとかとかとか

• 一郎一郎一郎一郎ににににしてもしてもしてもしても 二郎二郎二郎二郎ににににしてもしてもしてもしても 三郎三郎三郎三郎ににににしてもしてもしてもしても 四郎四郎四郎四郎にしてもにしてもにしてもにしても

• 一郎一郎一郎一郎ややややらららら 二郎二郎二郎二郎ややややらららら 三郎三郎三郎三郎ややややらららら 四郎四郎四郎四郎やややや

解答：「いま処理領域内の解答：「いま処理領域内の解答：「いま処理領域内の解答：「いま処理領域内の古い古い古い古い要素を処理中」ということば。要素を処理中」ということば。要素を処理中」ということば。要素を処理中」ということば。

ｋｅｋｅｋｅｋｅ 三郎三郎三郎三郎 ｋｅ四郎ｋｅ四郎ｋｅ四郎ｋｅ四郎

• ｅｔ一郎ｅｔ一郎ｅｔ一郎ｅｔ一郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ 二郎二郎二郎二郎 ｅｔｅｔｅｔｅｔ 三郎三郎三郎三郎 ｅｔ四郎ｅｔ四郎ｅｔ四郎ｅｔ四郎

疑問２：疑問２：疑問２：疑問２：最後の名詞最後の名詞最後の名詞最後の名詞にだけ付く並列標識は？にだけ付く並列標識は？にだけ付く並列標識は？にだけ付く並列標識は？

• 一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 and 四郎四郎四郎四郎

• 一郎一郎一郎一郎 二郎二郎二郎二郎 三郎三郎三郎三郎 oggi 四郎四郎四郎四郎

• 一郎，一郎，一郎，一郎， 二郎，二郎，二郎，二郎， 三郎，三郎，三郎，三郎， 和和和和 四郎四郎四郎四郎

• 一郎一郎一郎一郎とととと 二郎二郎二郎二郎とととと 三郎三郎三郎三郎とととと 四郎四郎四郎四郎 que

解答：「いま処理領域内の解答：「いま処理領域内の解答：「いま処理領域内の解答：「いま処理領域内の新しい新しい新しい新しい要素を処理中」ということば。要素を処理中」ということば。要素を処理中」ということば。要素を処理中」ということば。

なお，全ての名詞に付く並列標識（マッチ）は，「いま処理領域内の要なお，全ての名詞に付く並列標識（マッチ）は，「いま処理領域内の要なお，全ての名詞に付く並列標識（マッチ）は，「いま処理領域内の要なお，全ての名詞に付く並列標識（マッチ）は，「いま処理領域内の要
素を処理中」ということば。素を処理中」ということば。素を処理中」ということば。素を処理中」ということば。

複数要素から成る語基に付く前倚辞の複数要素から成る語基に付く前倚辞の複数要素から成る語基に付く前倚辞の複数要素から成る語基に付く前倚辞の
アクセント指定力の及ぶ範囲アクセント指定力の及ぶ範囲アクセント指定力の及ぶ範囲アクセント指定力の及ぶ範囲１１１１

• 全域に及べば分節マッチ全域に及べば分節マッチ全域に及べば分節マッチ全域に及べば分節マッチ

• 全域全域全域全域に及ばなければ分節ミスマッチに及ばなければ分節ミスマッチに及ばなければ分節ミスマッチに及ばなければ分節ミスマッチ

例：［これ以上例：［これ以上例：［これ以上例：［これ以上xうまくうまくうまくうまくx書き］よう書き］よう書き］よう書き］よう

［テラスから［テラスから［テラスから［テラスからx見えにくく見えにくく見えにくく見えにくくxなり］がなり］がなり］がなり］がちちちち

[バリをバリをバリをバリをx旅行旅行旅行旅行]中中中中

［大好きな［大好きな［大好きな［大好きなx芸能人芸能人芸能人芸能人]見たさ見たさ見たさ見たさ
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複数要素から成る語基に付く前倚辞の複数要素から成る語基に付く前倚辞の複数要素から成る語基に付く前倚辞の複数要素から成る語基に付く前倚辞の
アクセント指定力の及ぶ範囲２アクセント指定力の及ぶ範囲２アクセント指定力の及ぶ範囲２アクセント指定力の及ぶ範囲２

反例に見えるもの（反例に見えるもの（反例に見えるもの（反例に見えるもの（3チャンクチャンクチャンクチャンク?）は実はサポート）は実はサポート）は実はサポート）は実はサポート

• 意味が希薄な「もの」「人」「奴」「こと」「者」絡みの例：意味が希薄な「もの」「人」「奴」「こと」「者」絡みの例：意味が希薄な「もの」「人」「奴」「こと」「者」絡みの例：意味が希薄な「もの」「人」「奴」「こと」「者」絡みの例： [こわいこわいこわいこわいoものものものもの
o見見見見]たさ・たさ・たさ・たさ・[新しい新しい新しい新しいoものものものものo好き好き好き好き]・・・・[からいからいからいからいoものものものもの]好み・好み・好み・好み・[うまいうまいうまいうまいoものものものもの]尽く尽く尽く尽く
し・し・し・し・[申し込んだ申し込んだ申し込んだ申し込んだo人人人人]勝ち・勝ち・勝ち・勝ち・[できたできたできたできたo奴奴奴奴]順・順・順・順・[あぶないあぶないあぶないあぶないoことことことこと]好き・好き・好き・好き・[弱い弱い弱い弱い
o者者者者]いじめいじめいじめいじめ

• 意味がまとまる場合の例：意味がまとまる場合の例：意味がまとまる場合の例：意味がまとまる場合の例：[背の背の背の背のo高い高い高い高いoもの順もの順もの順もの順]

合成語におけるアクセント合成１：合成語におけるアクセント合成１：合成語におけるアクセント合成１：合成語におけるアクセント合成１：
後部要素が１フットの場合後部要素が１フットの場合後部要素が１フットの場合後部要素が１フットの場合

中中中中 国国国国 人人人人

処理領域が［中処理領域が［中処理領域が［中処理領域が［中 国］から［国国］から［国国］から［国国］から［国 人］に変わった段階で「合成人］に変わった段階で「合成人］に変わった段階で「合成人］に変わった段階で「合成
語」という情報が見えるので，「国」にアクセント核を付与する。語」という情報が見えるので，「国」にアクセント核を付与する。語」という情報が見えるので，「国」にアクセント核を付与する。語」という情報が見えるので，「国」にアクセント核を付与する。

要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える

最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える

合成語におけるアクセント合成１：合成語におけるアクセント合成１：合成語におけるアクセント合成１：合成語におけるアクセント合成１：
後部要素が１フットの場合（続）後部要素が１フットの場合（続）後部要素が１フットの場合（続）後部要素が１フットの場合（続）

中中中中 国国国国 語語語語

処理領域が［中処理領域が［中処理領域が［中処理領域が［中 国］から［国国］から［国国］から［国国］から［国 人］に変わっても「合成語」とい人］に変わっても「合成語」とい人］に変わっても「合成語」とい人］に変わっても「合成語」とい
う情報が見えないので，アクセント核う情報が見えないので，アクセント核う情報が見えないので，アクセント核う情報が見えないので，アクセント核はははは付与されない。付与されない。付与されない。付与されない。

要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える

特殊な最終フットで，「全体で語」という情報が見えない特殊な最終フットで，「全体で語」という情報が見えない特殊な最終フットで，「全体で語」という情報が見えない特殊な最終フットで，「全体で語」という情報が見えない

合成語におけるアクセント合成２：合成語におけるアクセント合成２：合成語におけるアクセント合成２：合成語におけるアクセント合成２：
後部要素が２フットの場合後部要素が２フットの場合後部要素が２フットの場合後部要素が２フットの場合

言言言言 語語語語 現現現現 象象象象

処理領域が［語処理領域が［語処理領域が［語処理領域が［語 現］から［現現］から［現現］から［現現］から［現 象］に変わった段階で「合成象］に変わった段階で「合成象］に変わった段階で「合成象］に変わった段階で「合成
語」という情報が見えるので，「現」にアクセント核を付与する。語」という情報が見えるので，「現」にアクセント核を付与する。語」という情報が見えるので，「現」にアクセント核を付与する。語」という情報が見えるので，「現」にアクセント核を付与する。

要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える

最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える
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合成語におけるアクセント合成３：合成語におけるアクセント合成３：合成語におけるアクセント合成３：合成語におけるアクセント合成３：
後部要素が３フット以長の場合後部要素が３フット以長の場合後部要素が３フット以長の場合後部要素が３フット以長の場合

在在在在 欧欧欧欧 中中中中 国国国国 人人人人

処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，
アクセント合成は失敗する。後部要素の核（「国」）が残る。アクセント合成は失敗する。後部要素の核（「国」）が残る。アクセント合成は失敗する。後部要素の核（「国」）が残る。アクセント合成は失敗する。後部要素の核（「国」）が残る。

要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える

最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える最終フットでは「全体で語」という情報が見える

合成語におけるアクセント合成３：合成語におけるアクセント合成３：合成語におけるアクセント合成３：合成語におけるアクセント合成３：
後部要素が３フット以長の場合（続）後部要素が３フット以長の場合（続）後部要素が３フット以長の場合（続）後部要素が３フット以長の場合（続）

標標標標 準準準準 中中中中 国国国国 語語語語

処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，処理領域が変わっても「合成語」という情報が見えないので，
アクセント合成は失敗する。後部要素の核もない。アクセント合成は失敗する。後部要素の核もない。アクセント合成は失敗する。後部要素の核もない。アクセント合成は失敗する。後部要素の核もない。

要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える要素の境界に位置するフットでは「合成的」という情報が見える

特殊な最終フット特殊な最終フット特殊な最終フット特殊な最終フットで，「で，「で，「で，「全体で語」という情報が全体で語」という情報が全体で語」という情報が全体で語」という情報が見えない見えない見えない見えない

最終要素最終要素最終要素最終要素ととととその直前要素その直前要素その直前要素その直前要素だけは共通の作業領だけは共通の作業領だけは共通の作業領だけは共通の作業領
域で処理される。２要素がまとまって語彙化され域で処理される。２要素がまとまって語彙化され域で処理される。２要素がまとまって語彙化され域で処理される。２要素がまとまって語彙化され
ればればればれば……

２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴２２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴２２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴２２チャンク仮説による音韻情報処理の特徴２

一郎一郎一郎一郎
二郎二郎二郎二郎

四郎四郎四郎四郎三郎三郎三郎三郎

接ぎ木語（定延接ぎ木語（定延接ぎ木語（定延接ぎ木語（定延2001200120012001，，，，定延・黄定延・黄定延・黄定延・黄2004200420042004））））

元々は「元々は「元々は「元々は「[[[[総務総務総務総務 係係係係]]]]長」長」長」長」 総務総務総務総務

係係係係 長長長長 「総務」を発出後に「総務」を発出後に「総務」を発出後に「総務」を発出後に

「係」と「長」が合体「係」と「長」が合体「係」と「長」が合体「係」と「長」が合体

「総務」「総務」「総務」「総務」 「係長」「係長」「係長」「係長」

係係係係 長長長長
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「親「親「親「親にににに隠れて」？隠れて」？隠れて」？隠れて」？

親に親に親に親に

見つかって見つかって見つかって見つかって 否定否定否定否定

「親「親「親「親にににに」」」」 「隠れて」「隠れて」「隠れて」「隠れて」

見つかって見つかって見つかって見つかって 否定否定否定否定

「武道館「武道館「武道館「武道館ででででコンサートを計画している」？コンサートを計画している」？コンサートを計画している」？コンサートを計画している」？

「武道館「武道館「武道館「武道館でででで」」」」 「コンサートを」「コンサートを」「コンサートを」「コンサートを」 「計画している」「計画している」「計画している」「計画している」

武道館で武道館で武道館で武道館で

コンサートをコンサートをコンサートをコンサートを 計画している計画している計画している計画している

「全然大丈夫」？「全然大丈夫」？「全然大丈夫」？「全然大丈夫」？

全然全然全然全然

問題は問題は問題は問題は ないないないない

「全然」「全然」「全然」「全然」 「大丈夫」「大丈夫」「大丈夫」「大丈夫」

問題は問題は問題は問題は 無い無い無い無い

度数表現＋意外の「も」（澤田度数表現＋意外の「も」（澤田度数表現＋意外の「も」（澤田度数表現＋意外の「も」（澤田1991199119911991，，，，定延定延定延定延1995199519951995））））

「肯定「肯定「肯定「肯定文では意外な文では意外な文では意外な文では意外な大数量，否定大数量，否定大数量，否定大数量，否定文では意外な文では意外な文では意外な文では意外な少数量」が原則。少数量」が原則。少数量」が原則。少数量」が原則。

例：例：例：例：10人も来ない人も来ない人も来ない人も来ない

• 「欠席者は多くて「欠席者は多くて「欠席者は多くて「欠席者は多くて7，，，，8人と思っていたら甘かった。何と人と思っていたら甘かった。何と人と思っていたら甘かった。何と人と思っていたら甘かった。何と 」」」」

10人という大人数が，欠席という肯定的なデキゴトを起こした人という大人数が，欠席という肯定的なデキゴトを起こした人という大人数が，欠席という肯定的なデキゴトを起こした人という大人数が，欠席という肯定的なデキゴトを起こした

• 「出席者は最低でも「出席者は最低でも「出席者は最低でも「出席者は最低でも15人と思っていたら甘かった。何と人と思っていたら甘かった。何と人と思っていたら甘かった。何と人と思っていたら甘かった。何と 。。。。7人だ」人だ」人だ」人だ」

10人という少人数さえ，出席という肯定的なデキゴトを起こさなかった人という少人数さえ，出席という肯定的なデキゴトを起こさなかった人という少人数さえ，出席という肯定的なデキゴトを起こさなかった人という少人数さえ，出席という肯定的なデキゴトを起こさなかった

原則から外れる解釈あり。原則から外れる解釈あり。原則から外れる解釈あり。原則から外れる解釈あり。

• 「え，「え，「え，「え，10人も来たの？」いや，さすがに人も来たの？」いや，さすがに人も来たの？」いや，さすがに人も来たの？」いや，さすがに けどね」けどね」けどね」けどね」
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原則から外れる解釈：「原則から外れる解釈：「原則から外れる解釈：「原則から外れる解釈：「10101010人も来ない」？人も来ない」？人も来ない」？人も来ない」？

「「「「10人も」は肯定文で人も」は肯定文で人も」は肯定文で人も」は肯定文で 10人人人人もももも

大人数として解釈大人数として解釈大人数として解釈大人数として解釈 来る来る来る来る ないないないない

「「「「10人人人人もももも」」」」 「来ない」「来ない」「来ない」「来ない」

来る来る来る来る 否定否定否定否定

「反帝国主義」の３義「反帝国主義」の３義「反帝国主義」の３義「反帝国主義」の３義

「反帝国主義」に３義あり「反帝国主義」に３義あり「反帝国主義」に３義あり「反帝国主義」に３義あり

• 帝国に反対する主義（例：彼は帝国のやることには何でも反対する。帝国に反対する主義（例：彼は帝国のやることには何でも反対する。帝国に反対する主義（例：彼は帝国のやることには何でも反対する。帝国に反対する主義（例：彼は帝国のやることには何でも反対する。
まさに反帝国主義の権化だ）まさに反帝国主義の権化だ）まさに反帝国主義の権化だ）まさに反帝国主義の権化だ）

• 帝国主義に反対（例：彼は反帝国主義の立場を生涯貫いた）帝国主義に反対（例：彼は反帝国主義の立場を生涯貫いた）帝国主義に反対（例：彼は反帝国主義の立場を生涯貫いた）帝国主義に反対（例：彼は反帝国主義の立場を生涯貫いた）

• 帝国主義に反対する主義（例：帝国主義と反帝国主義）帝国主義に反対する主義（例：帝国主義と反帝国主義）帝国主義に反対する主義（例：帝国主義と反帝国主義）帝国主義に反対する主義（例：帝国主義と反帝国主義）

↑第３義は「反帝国第３義は「反帝国第３義は「反帝国第３義は「反帝国主義主義主義主義主義主義主義主義」のはず」のはず」のはず」のはず

「反帝国主義」の３「反帝国主義」の３「反帝国主義」の３「反帝国主義」の３義（続）義（続）義（続）義（続）

元々は第２義で元々は第２義で元々は第２義で元々は第２義で 反反反反
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